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国立代々木競技場第一体育館改修後の施設概要

〇施設概要 〇完成写真

・建 設 年：昭和39(1964)年
・延床面積：28,705㎡
・高
・構
・階

さ：40.37ｍ(最高高さ)
造：鉄筋コンクリート造一部鉄骨造
数：地上2階、地下2階

・建物用途：興行場

・収容人数：12,898人
１・２階スタンド席 8,636席
車いす使用者観覧席
（介添者席を含む）
来賓席
来賓席車いす使用者観覧席
アリーナ席

34席
 2席

 4,124席

〇工事期間

・平成30(2018)年1月～令和元(2019)年9月
・約21か月

第一体育館外観

第一体育館内観
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104席 



国立代々木競技場耐震改修等プロジェクトの概要
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〇歴史的建造物の改修に対する基本方針

１ 意匠上配慮すべき部分については、原則、原形を維持することとする。

２ バリアフリー化や安全対策などの理由でやむを得ず改変を伴う改修工事を
行う場合は、原設計に配慮した改修方法等を記録に残し、後世に引き継げ
るように配慮する。

３ 現在の技術では対応することが難しい場合は、技術革新により材料や工法
が確立された際に、改修工事が容易に行えることを確認した上で実施する
こととする。

改修前 第一体育館内観 改修後 第一体育館内観
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□概要
・車いす使用者席を増設する。

（現状10席から48席に増設、全席数の0.5％以上を確保）

□創建時の考え方

・車いす使用者席設置箇所にあるコンコースと客席を隔てる
　大理石の腰壁は、この建築の特徴である外部から内部への流れ
　るような人の動線を可視化している。 
・腰壁仕上げ（大理石のテッセラ）の繊細な材質感は、アリー
ナの大空間と打ち放しコンクリートのボリュームと対比し、人
間的スケール感を与えている。

□保全するもの
・人の流れに呼応した流動的な空間を保全する。

□設計上の配慮
【大理石貼りの腰壁】
・開口幅は車いす使用者の安全な出入りを考慮し、140cmとした。 
【車いす使用者席 下部壁面】 
・アリーナ空間に馴染ませるため、周囲の既存腰壁で使用され
ている材料を採用した。

【車いす使用者席 手摺】 
・車いす使用者席のボリュームを軽減させるため、透過性のある
　パンチングメタルを採用した。またパンチングメタル孔からの
　視線を遮るため、フィルム付アクリルパネルを併せて設置した。

□改修履歴
・「平成21年度第一体育館内部改修及び身障者席新設バリアフ
リー化工事」においてバリアフリー席設置10席を新設した。

□概要
・通路の平滑化と歩行音の軽減のため、コンコースの床仕上げを
六角タイル（磁器質タイル）からゴムタイルに改修する。

□創建時の考え方
・外部空間の床仕上げが内部のコンコースの床仕上げへとつなが
り、外部空間と内部空間の連続性と利用動線を床仕上げで表し
ている。

・創建時は円形のコインタイルが敷かれていたが、その後の改修
により全面的に六角タイルへと変更された。

□保全するもの
・外部と内部空間の連続性と動線計画を視覚的にデザインした床
仕上げ。

□設計上の配慮
・ゴムタイルへの改修は、歩行音がイベント等に影響する部分の
みとし、可能な限り六角タイルの意匠を保全した。

・六角タイルと色調及び模様を合わせた材料を採用した。
・将来、技術革新により歩行音の軽減されるタイルが開発された
場合に容易に交換できるゴムタイルを採用した。

□改修履歴
・昭和60年 3月：コンコース床補修工事

※東西側コインタイルを六角タイルに改修した。
・昭和61年 3月：コンコース床補修工事

※南北側コインタイルを六角タイルに改修した。

 使用者席　　　　　　　　　　　  
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□概要
・地震時に落下の恐れのある天井の改修を行う。
・消防法で義務付けられたスプリンクラー等の設置工事を行う。

□創建時の考え方
・1964年の東京オリンピックを観覧する皇室や海外からの国賓を
迎え入れる来賓室であるため、巾木やカウンター等には大理石
が使われ、壁には金箔に描かれた書家 篠田桃江による作品
「水冠」が飾られる特別な空間として計画された。

・壁と天井が一体となり連続したトンネル形状の空間としてデザ
インされており、連続性を損なわないように建具も透明なガラ
スで計画されていた。

・天井の照明は、星空のように不規則な配置になっている。

□保全するもの
・平面、断面共に3次元曲面でつくられ、壁と天井が一体となっ
た、特徴的な空間を保全する。

・特徴的な壁仕上げ（白い左官仕上げ、寒水石洗出し仕上げ等）
を保全する。

□設計上の配慮
・意匠的な空間を保全するため、3次元測量を行い創建時の形状
を記録し、再現する計画とした。

・天井・壁の仕上げは、現場でモックアップを作成し、既存仕上
げと確認したうえで、再現する計画とした。

・ニッチや巾木に使われている、寒水石（白大理石）は、現在採
取が難しく貴重な石材であるため、可能な限り取外し・再取付
とし保全する計画とした。

・木製建具は創建時のイメージを復元する為、テンパーガラスド
アとした。

□改修履歴
・床仕上げ（カーペット）は「昭和57年度代々木競技場施設改修
工事（2年次）」で改修した。

・「平成25年度国立代々木競技場内部改修及び環境整備その他工
事」においてガラス建具から木製建具へ改修した。

ラウンジ
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の1階コンコース（車いす使用者席設置部分）

・出入口の変更により一部新設壁を設置している。

コンコースの床材の変更（六角タイル⇒ゴムタイル）新設の車いす使用者席

・車いす使用者席の壁面及び手すりを既存と同じ材料を使用して
調和を図っている。

・エントランス部分の六角タイルと同じ色彩及模様を合わせて
調和を図っている。

（車いす使用者席 ）

新設の観客席階段手すり
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